
M
行
し
て
い
る。
こ
う
し
た
潮
流
の
な
か
で
中
国
共
産

崎
党
も
や
が
て
は
崩
唆
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
が、
だ

ゐ
と
す
れ
ば
な
お
の
こ
と、
す
で
に
七
ト
年
の
命
脈
を

島
保
っ
て
き
た
中
同
共
産
党
の
点
史
の
舵
山ん
が
解
明
さ

M
れ、
中
間
革
命
の
実
態
が
解
剖
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

．．
 、
。

hF

・LV

ι咽

郭
釜十
倫
著
『
中
国
共
産
党
史
論』
〈
全
四
冊〉
（
中
華

．

民
間
国
際
関
係
研
究
所
・

国
立
政
治
大
学
東
亜
研
究
所、

M
一
九
六
九
年
初
版、
一
九
七
三
年
増
訂
版）
は、
本
絡

“

的
な
中
同
共
産
党
巾ん
と
し
て、
世
界
の
学
界
で
も
評

岨

価
の
高い
も
の
で
あ
り、
す
で
に
英
沢、
独
訳
の
抄
沢

．
本
も
刊
行
さ
れ
て
い
る。
弘
自
身
も
出
右
に
婦
架
し

釦
て
き
た
だ
け
に、
今
回、
そ
の
完
全
な
邦
訳
が
春
秋
社

M
よ
り
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は、
わ
が
同
の
中
国
学
界
の

崎
み
な
ら
ず、
広
く
託
古
界
に
と
っ
て
も
皮
質
す
べ
き

．
こ
と
だ
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い。
十
四
年
の
歳
月
を

伽
閲
し
て
沢
栄
を
比
引
に
完
成
さ
れ
た
院
修
者
お
よ
び

級協

権

力

闘

争
・

路

線

闘

争

の

内

幕

郭

華
倫
著
／
矢
島
鈎
次
監
修、

藤
井
高
美
・

小
貫
範
子
・

藤
井
彰
治
・

菊
池
一

隆
・

陳

『
中
国
共
産
党
史
論
』

全
四
巻

財
昆
訳

＠ 
中

嶺

雄
（
双｛
以
外
間内
山崎
大
学
教
綬）

向島

五
名
の
共
訳
者
に、
ま
ず
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
た

、
。
‘iv
 著

者
の
郭
華
倫
氏
〈
本
名・
郭
乾
姉）
は一
九
O
九

年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
ぬ
ア
チ
z
で、
昨作

家
系
の
華
人
と
し
て
や．
ま
れ
た。
幼
少
の
頃、
客
家

の
故
郷
と
し
て
知
ら
れ
る
広
東
省
の
仰
県
に
帰
郷

し、
長
じ
て
広
州
の
中
山
大
学
に
学
ん
だ。
父
の
死

後、
家
業
〈
商
業）
を
継
ぐ
た
め
ス
マ
ト
ラ
に
戻
っ

た
が、
同
時
に
現
地
の
華
僑
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
た

り、
新
聞
に
寄
稿
し
た
り
し
て、
中
同
の
命
迎
に
心

を
く
だ
い
て
い
た。
や
が
て
当
時
の
知
識
青
年
の
多

く
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
中
間
共
産
党
に
入
党

し、
大
口火
征
途
上
に
毛
沢
東
と
校
を
分
か
っ
た
張
同

指
ら
の
南
方
中
同
共
産
党
中
央
で
立
伝
教
育
工
作
を

担
当
し
た。
そ
の
機
関
刊
行
物
『
団
結』
の
主
編
を

任
じ
た
こ
と
も
あ
り、
本市－u
に
陳
然
の
名
前
で
登
場

す
る
人
物
が
著
者
自
身
で
も
あ
る。
一
九
三
七
年
の

雌
溝
橋
市
件
に
よ
る
け
中
戦
争
勃
発
後
に
は、
同
仲六

－
文
化
会
議』

書
評
欄
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合
作
下
の
同
民
党
に
人
党、
以
後、
江
西
保
山K
4
令

部
参
議、
天
沖
介
が
処
処
長、
同
家
安
全
日
防
長、

司
法
行
政
部
調
査
局
副
局
長
な
ど
を
歴
任
し
て
同
民

政
府
の
行
政
に
た
ず
さ
わ
っ
た。
一
九
六
四
年
か
ら

八
四
年
に
七
五
歳
で
他
界
す
る
ま
で
の
二
十
年
間

は、
中山
準
民
同
同
際
凶
係
研
究
所
副
主
任
を
つ
と

め、
台
湾
に
お
け
る
小
川
共
産
党
史
研
究
の
m一
人

消
と
し
て
の
名
戸
を
獲
得
し
た。

右
の
経
歴
が
物
語
る
よ
う
に、
本心ド刊
は、
た
ん
に

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
中
共
党
史
研
究
で
は
な
く、
若
き

口
に
共
産
党
の
中
略
幹
部
と
し
て
活
躍
し
た
若
新
が

小
川
共
庇
党
の
総
力
闘
争・
路
線
開
令
の
内
川和
と
そ

の
リ
ア
リ
ズ
ム
を、
多
く
の
第一
次
資
料
を
駅
使
す

る
と
と
も
に
著
者
自・
身
の
体
験
や
伝
聞
に
基
づ
い
て

記
述
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る。
そ

し
て、
中
同
共
産
党
の
歴
史
は、
思
党、

権
力
闘

争・
路
線
闘
争
の
鹿
山人
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
掃

ぎ
な
い
歴
史
観
に
都
新
は
立
脚
し
て
お
り、
こ
の
よ

う
な
ト
l
ン
に
全
巻
が
此
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に、

本
苫
の
迫
力
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
い。

次
に
各
巻
の
内
容
に
即
し
て
見
て
み
た
い。
ま
ず

第一
巻
は一
九
二
O
年
春
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
特
使
ポ

イ
チ
ン
ス
キ
l
訪
撃
に
よ
る
中
間
共
産
党
の
組
織
化

の
時
期
か
ら
始
め
て
翌一一一
年
の
第一
回
大
会
の
検

討
に
お
下
し、一
九
二
七
年
の
秋
収
暴
動、
広
州
総
動
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凶
に
至
る
時
期
を
対
象
に
し
て
い
る。
第一
巻
の
圧
巻

岨
は、
な
ん
と
い
っ
て
も、
著
者
が
精
力
的
に
解
明
を

．
試
み
て
い
る
中
共
創
立
大
会
の
記
述
で
あ
ろ
う。
著

ム刷
者
は、
「
共
産
党
創
立
前
後
の
史
料
が
乏
し
い
の
で、

M
中
国
共
産
党
の
党
史
研
究
計
は、
こ
の
空
白
を
利
用

崎
し
て
勝
手
に
当
時
の
史
実
を
改
盟
し
た
の
で
あ
る0

6
そ
の
目
的
は
李
大
剖
を
高
く
評
価
し、
隙
独
秀
の
評

釦
価
を
低
く
抑
え、
そ
し
て
毛
沢
東
を
神
格
化
す
る
こ

凶
と
に
尽
き
て
い
た」
（一
五
百〉
と
述
べ
て
い
る。
卸

岨
一
巻
に
m
補
さ
れ
て
い
る
三
つ
の
論
文
を
通
じ
て

．
も、
創
立
大
会
に
関
す
る
史
実
上
の
論
争
点
に
関
し

伽
て
著
者
は、
詳
細
な
検
討
の
結
張、
開
催
日
は
通
説

M
の
七
月一
日
〈一
九
二一
年〉
で
は
な
く
七
バ
二
十
七

崎
n
だ
と
し、
代
hk
者
数
も
通
説
の
十
二
名
で
は
な

・
く、
十
三
名
だ
と
の
結
論
を
下
し
て
い
る（
四
二
五
頁

伽

お
よ
び
第
四
巻
所
収
の
第
四
四
な
「
巡
義
会
議
再
論」）
。

M
一
方、
北
伐
途
上
の
篤
介
石
ら
に
よ
る
上
海
ク
i
デ

岨
タ
l
（一
九
二
七
年
凶
月
十
二
日〉
に
つ
い
て
は、
そ

＠
の
前
史
で
あ
る
「
中
山
艦
事
件」
に
つ
い
て
の
詳
し

伽
い
検
討
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ほ
と
ん
ど
言
及
さ

し刷
れ
て
い
な
い。
や
は
り
中
同
共
産
党
史
の
「
中
共
に

岨
よ
る
蛍
山」
と
見
る
著
者
の
山人
観
の
反
映
で
あ
ろ

h．

。

a－

〉勺J

．

第
二
巻
は、
中
共
の
ソ
ビ
エ
ト
運
動
か
ら
モ
ス
ク

削
ワ
で
の
第
六
回
大
会
を
経
た
党
の
分
裂
（
隙
独
秀
ら

刈
の
排
斥）、
準
立
三
路
線、

間
秋
h
時
代、

臥
紹
同

ハ山
（
玉
閉山）
路
線
の

訟を
経
て、

長
征
直
前
の
部
五

ら
次
包
囲
討
伐
ま
で
の
中
共
ソ
ビ
エ
ト
化
の
時
期
（一

わ
九
二
七
l－－一
四
年）
を
扱
っ
て
い
る。
こ
の
時
期
の
党

史
に
お
け
る
若
務
の
強
制
点
は、
一
九一ニ
O
年
に
起

っ
た
紅
区
で
の
大
規
模
な
潟
市
事
件
と
し
て
知
ら
れ

る
富
田
事
変
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い。
著
者
に
よ
る

と、
こ
の
事
件
は
ル旅
館
と
毛
沢
東
の
対
立、
地
方
党

部
の
間
の
派
閥
闘
争
か
ら
進
展
変
化
し
た
も
の
で
あ

り、
「
毛
沢
東
こ
そ
は、
こ
の
大
虐
殺
の
張
本
人
で

あ
っ
た」
（一ニ
O
O
頁）。
だ
が
同
時
に、

本
巻
で
は

第
六
回
大
会
前
後
の
時
別
の
臥
独
秀、
MW
述
之
ら
の

い
わ
ゆ
る
ト
ロ
ッ
キ
ー
派
（
の
ち
に
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
〈
革

命
取
消
派〉

と
い
わ
れ
た
）

と
の

党
内
闘
争
に

光
を
当

て
て
い
る
点
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る。
総
じ
て
本

著
は、
中
共
党
史
に
重
大
な
軌
跡
を
残
し
て
き
た
ト

ロ
ッ
キ
ー
派
の
存
在
を
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
い
る

と
い
う
点
で、
他
の
中
共
党
山ん
に
は
な
い
特
色
を
も

っ
て
い
る。
本
巻
の
「
彰
述
之
の
論
戦」
（
五
八
l
六

三
呂
で
著
者
は
「
中
国
共
産
党
中
央
が
当
時、

阪

独
秀－
MW
述
之
ら
を
除
名
し
た
の
は、
派
閥
的
な
ほ

立
が
あ
っ
て、
小
間
体
の
利
刀
か
ら
山
た
も
の
で
あ

り、
政
治
理
論
あ
る
い
は
組
織
原
則
の
山
直
に
基
づ

い
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
十
分
み
て
と
れ
る
の
で

あ
る」
（
六一
頁）
と
述
べ、

ま
た、
「
官
政
問
題
及

ぴ
マ
ル
ク
ス
・
レ
l
ニ
ン
主
義
を
m
解
す
る
上
で、

MM
述
之
は
李
立
三
よ
り
は
は
る
か
に
賢
明
で
あ
っ

た」
（
七
八
｝HO
と
指
摘
し
て
い
る。
の
ち
に
必
述
之

夫
人
と
な
っ
た
女
性
革
命
家・
附肌
見山
闘
の
名
前
も
出

て
く
る
な
ど、
中
凶
ト
ロ
ッ
キ
ー
派
に
た
い
す
る
記

述
は
詳
細
で
あ
り、
第
三
巻
第
三
O
章
で
の
こ
の
問

題
に
つ
い
て
の
再
論
と
と
も
に、
生
前
の
長
述
之
夫

主
と
親
し
か
っ
た
砿
白
身
に
と
っ
て
も、
き
わ
め
て

印
象
派
い
（
必
述
之
夫
泌
に
つ
い
て
作
し
く
は、

拙
編
沢

『
失
な
わ
れ
た
中
国
革
命』、

新
評
論、
一

九
八
O
年、

参

照）。第一一
巻
は、
一
九
三
五
年
に
ち
沢
氏
が
党
内
指
将

陥
を
確
立
し
た
と
さ
れ
る
巡
筏
会
濃
か
ら
HK
征
途
上

の
毛
沢
東
（
紅
第一
方
簡
単）
と
張
問
お
（
紅
第
四
方

簡
単〉
と
の
分
裂、
西
安
本
変、

隙
紹
再
と
毛
沢
東

の
闘
争
を
経
て、
武
漢
政
府
撤
退
後
の
中
同
共
産
党

を一
九
三
九
年
の
峡
廿
箪
辺
区
の
時
則
に
い
た
る
ま

で
論
じ
て
い
る。
務
者
自
身
が
か
か
わ
っ
た
張
圏
諸

ら
の
南
方
中
国
共
産
党
中
央
で
の
体
験
が
全
面
的
に

活
き
て
い
る
の
も
本
巻
で
あ
る。

そ
し
て
第
四
巻
は一
九
三
九
年
か
ら一
九
四
五
年

の
抗
口
戦
争
勝
利
の
時
期
ま
で
を
対
象
と
し、
延
安

の
整
風
運
動
に
詳
し
く
言
及
し
て、
一
般
に
中
国
共

産
党
の
モ
ラ
ル
と
党
風
の
確
立
に
瓦
献
し
た
と
見
ら

れ
て
き
た
終
胤
迎
動
を
務
行
は、
「
こ
れ
は
中
間
共

旅
党
史
と
で
も
前
例
の
な
い
長
則
の
伐
附
な
闘
争
と

刷
出
で
あ
っ
た」
（
凶
O
六
五）
と
と
ら
え、
こ
の
絵

風
運
動
こ
そ、
毛
沢
点
の
権
力
低
立
に
基
縫
を
与
え

た
と
見
倣
し
て
い
る。
著
者
の
も
う一
方
の
強
調
点
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は、
第
四
二
軍
「
中
国
共
産
党
の
抗
日
援
ソ
の
真

－
相」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に、
抗
日
戦
争
の
主
力
は
あ

世
く
ま
で
も
国
民
党
で
あ
り、
共
産
党
は
こ
の
期
間、

戦
果
を
横
取
り
す
る一
方
で
巧
み
に
戦
力
を
温
存
し

た、
と
い
う
見
解
で
あ
ろ
う。

＋＋
 

以
上
の
内
容
を
も
っ
本
書
は、
中
共
党
史
研
究
上

の
通
説
に
挑
ん
だ
膨
大
な
力
作
で
あ
り、
そ
の
学
術

的
意
義
も
き
わ
め
て
高
い
も
の
で
あ
る。
し
か
し、

あ
え
て
問
題
点
を
指
摘
す
れ
ば、
第一
に、
テ
キ
ス

ト
・
ク
リ
テ
ィ
l
ク
の
厳
密
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず、

陳
然
つ
ま
り
著
者
の
体
験
や
主
観
が
党
史
史
料
と
混

然
と
し、
ど
こ
ま
で
が
デ
I
タ
で
あ
り、
ど
こ
ま
で

が
意
見
で
あ
る
か
が
必
ず
し
も
明
瞭
で
な
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
よ
う。
こ
の
点
で
著
者
は、
自
己
の
共
産

党
体
験
や
思
想
通
歴
お
よ
び
そ
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
を

別
に一
章
も
う
け
て
詳
し
く
書
く
べ
き
だ
っ
た
と
思

劇物
絵
を

味
わ
い

楽
し

む

喜
び

小
林

忠
著

『
墨
絵
の
譜

｜｜
日
本
の
水
墨
画
家
た
ち

か
つ
て、
小
林
忠
氏
は
『
江
戸
の
画
家
た
ち』

〈べ
り
か
ん
社〉
と
い
う
好
著
に
お
い
て、
江
戸
時

代
絵
画
の
も
っ
と
も
普
遍
的
な
美
の
特
質
を
軽
淡
な

趣
き
と
鋭か

hkl
も
ち
ろ
ん、
一
部
に
は
「
突
出

ぅ。
第
二
に
は、
本
書
の
執
筆・
増
補
の
時
期
が
文

化
大
革
命
期
に
重
な
っ
た
た
め
に、
い
わ
ゆ
る
紅
衛

兵
資
料
な
ど
の
文
革
期
の
資
料
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
が、
そ
れ
ら
の
資
料
が
今
日
か
ら
見
る
と、
必

ず
し
も
適
正
で
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
で
あ
る。

も
と
よ
り、
こ
れ
ら
の
点
を
含
め
て
も、
本
書
は

な
お
特
筆
す
べ
き
大
著
で
あ
り、
ま
た
本
書
各
巻
に

付
さ
れ
た
矢
島
鈎
次、
藤
井
高
美、
菊
池一
降、
小

貫
範
子
の
諸
氏
に
よ
る
解
説
も
き
わ
め
て
説
得
的
で

あ
る。
邦
訳
も
的
確
厳
正
で
あ
り、
そ
の
労
を
多
と

す
る
が、
そ
れ
だ
け
に、
も
う一
頑
張
り
し
て、
原

著
に
は
な
い
索
引
を
邦
訳
で
は
是
非
つ
け
て
ほ
し
か

っ
た。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
本
書
の
利
用
価
値
は
格

段
に
高
ま
る
だ
ろ
う
と
思
う
か
ら
で
あ
るD

、
春
秋
社・
第一、
＝
巻
H
九、
八
O
O
円、

第
三
巻
HJ

／一
O、一
O
O
円、
第
四
巻
H一
一
、
0
0
0
円

＼

1 
＆＝ 

鯵
佐

野

み

ど

り
（
武
蔵
野
美
術
大
学
教
授）

し
た
偏
向
も
あ
っ
た
が」、

大
き
く
見
て
い
く
な
ら

ば、
「
中
席、
軽
淡
の
美
質
こ
そ
が
時
代
を
通
じ
て

求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た」
と
言
わ
れ
た。
「
軽

淡
の
美」
と
．勉
さ
れ
た
こ
の一
文
川初
出『
文
化
会
議』

第一
七
O
号〉
は、

筆
者
に
と
っ
て
江
戸
絵
画
へ
の

目
を
聞
く
も
の
で
あ
っ
た。
江
戸
絵
画
を
概
括
し

て、
軽
淡
の
美
と
す
る
評
言
自
体
は、
け
し
て
意
外

で
も
な
く
目
新
し
く
も
な
い
だ
ろ
う
が、
技
術
の
洗

練
や
知
識
の
蓄
積
が
広
範
に
行
き
渡
っ
た
江
戸
の
絵

画
空
間
が、
「
中
央
と
地
方、

あ
る
い
は
ア
カ
デ
ミ

ー
と
在
野
の
関
係
が、
正
反
い
ず
れ
の
場
合
に
あ
っ

て
も、
意
外
な
ほ
ど
親
密
に
呼
応
し、
交
流
し
て」

い
た
こ
と
を
確
認
し
た
上
で、
「
中
腐
と
か、
軽
淡

と
い
う
当
代
正
統
の
美
学
に
あ
き
た
ら」
な
い
動
き

を
も
「
大
き
な
振
幅
の
範
囲」
に
見
通
し、
「
表
現
の

質
や
方
向
が一
方
に
い
ち
じ
る
し
く
偏
る
こ
と
な

く、
軽
や
か
に
淡
々
と
描
き
表
わ
す
こ
と」
を
基
調

と
す
る
「
江
戸
絵
画
の
親
し
み
ゃ
す
い
主
題
の
扱
い

や
軽
淡
で
繊
細
な
独
自
の
表
現
の
質
を、
積
極
的
に

評
価
す
べ
き」
と
説
か
れ
た
小
林
氏
の、
日
本
美
術

に
対
す
る
愛
情
こ
も
っ
た
語
り
口
に、
蒙
を
啓
か
れ

る
思
い
が
し
た
も
の
で
あ
る。
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日
本
美
術
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て、
大
陸
文
化
の
豊

か
な
果
実
や
そ
の
影
響
力
は
あ
ま
り
に
圧
倒
的
で
あ

り、
気
後
れ
す
ら
覚
え
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

か。
少
な
く
と
も、
筆
者
は
何
度
と
な
く
そ
の
よ
う

な
思
い
に
か
ら
れ
た。
日
本
絵
画
の
技
法
の
か
な
り

の
部
分
が、
そ
の
淵
源
を
中
国
絵
画
に
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
っ
て、
例
え
ば
日
本
の
古
典
文
化

の
完
成
で
あ
る
平
安
期
の
や
ま
と
絵
に
し
て
も、
そ

の
表
現
や
技
法
は、
ま
ず
陪・
唐
の
絵
画
を
拠
り
所

と
し
て
い
た。
や
ま
と
絵
の
様
式
は、
そ
の
よ
う
な




